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が で きる 。 以上の 王権観念が重層的 に積み 重な っ た近世 の段階 、 すなわち薩摩藩支 配下 で

の特質を中心 に論じる 。近世 の琉球国家は、二 重の 規定の 下 にあ っ た 。 中国（明清）と薩摩藩

との 間に
一
種の 「二 重朝貢」の 形態をとるが 、両 者へ の 従属度 は

一
様で は なか っ た 。 薩摩役

人 （在番奉行）が那覇に 常駐 し、琉球王 権 を制約 して い た ため 、
一

般的 に は薩摩藩に よ る支

配関係が主 で 、明清 との冊封朝貢関係は二次的 とされて い る 。 しか し、その 見解 に は再検討

の 余地が ある 。 す なわち 、 琉球は 中国 と薩摩藩 との 関係 を両立 させ る こ とが 王 国存立 の 基

礎 で あ り、「御両 国 （中国 薩 摩）は 父母の 国」とする認識 を有 して い た 。 その こ とは 、例 えば、

シ ッ プソ ー ン パ ン ナー王国が 明代にお い て 中国を「父j、 ミ ャ ン マ
…

（ビル マ ）を「母」と して

存立 した状 況 と類似 す る 。
つ ま り、前近代 に お け る二 重朝貢国家の

一
類型 と して 近世の 琉

球王権 を位置づ ける こ とが可能 とい え よ う。

　第二 の 論点は、近 世 に お ける琉球が 農業型国家 を指向する 問題 に つ い て であ る 。 思知 の

ように琉球 は 、 15・16世紀に は朝鮮か ら東南 ア ジア地 域 との 交易を活発 に展開 した交易型国

家で あ っ た 。 しか し、 薩摩藩支配下の 近世期 に農業を強 く指向す る 国家 へ と変貌 した 。紆余

曲折 を経 なが らで は ある が、琉球 は薩摩藩に よ る検地の 実施 と右高制の 原理 に よる年貢納

入 を強制され た ， しか し、米納年貢に 基礎を置 く石高制 に琉球社会は即応 しえなか っ た 。 そ

の よ うな農業状 況 に は なか っ た の で あ る 。 お よそ 17世紀後半頃か ら琉球は 、 農業政策を本

格化 し、い わ ば「上 か らの農業化」を推進する 。 その こ とに よ っ て 18世組初頭 に は 、幕藩制市

場 にお い て 特産物の 黒糖 ・鬱金（ウ コ ン）等 を売却 し、 中国貿易の 資本銀 （渡唐銀）を確保 し、

中国 との 朝貢貿易に運用 す る とい う経済構造 を築 くに至 る 。 こ の ような「上 か らの 農業化」

問題 を単に 日本 （幕藩制国家）と中国 （明清）に挟 まれ た小国家 疏 球の 特徴 と して片づ ける

の て はな く 、 島嶼地 域 に おける「農業化」と い う問題 へ と展開す る必要が あろ う。 そ の 際、東

南 ア ジア 島嶼部 との 比較史的検討は有効 と思 われ る 。

蝨

　　　進貢 ・册封体制 の 崩壊 と琉球帰属問題

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　赤嶺　守

　琉球 は 1372 （洪武5年 ・文 中元 〉年、明の 太祖洪武帝が 派遣 した楊載の 詔諭 を受け 、 中山王

察度が 弟の 泰期 を進貢使節 として 入貢させ 、そ の 子 武寧が中国 の冊封 を受けた こ とに よ っ

て 、 中国を宗主国 とする 進貢 冊 封体制の 中に編入 され て い る 。

一
方 、琉球は 1609（万 暦37・

慶長 14）年、薩摩藩の 琉球侵略を受け、以後歴代将軍 が薩摩藩に与えた 領地判物に よ っ て 薩

摩藩の 「領分」とな り、幕藩制国家の 中に編成 され た異国〈 附庸国〉 として 位置付 け られ て

い たが 、 中国 との伝統的な進貢・冊 封関係 に つ い て は容認 され て い た こ とか ら 、 中国 を宗主

国 とす る東ア ジ ア社会にお け る進貢 冊 封体制下に お い て は 中国の 属 国 として 両属的な形

で 王国体制 を維持 し続けた 。

　 しか し明治初年 にお け る近代 国家の 形 成過程 で 、領土確定の 重 要課題 と して 北方領土・

小 笠原問題 と共 に琉球帰属問題の 解決 を政治 日程に の せ た 日本政府は、領土を確定 し
一

元

的支配 を樹立 しよ うとする
一

連の 琉球処分を強行 して い く。 まず王国解体の 最初 の 布石 と

して 1872 （同治 11・明治5＞年9月に琉球 を琉球藩に 改め 、 薩摩藩か ら外務省の管轄下 に お き、

1875年 に琉球 の 中国 へ の 進貢 と中国か らの 冊封差止め 等 を命 じた「達」を発 して 「藩政改革

処分」に踏切 り、さらに 1979年4月 に 首里城 の 明 け渡 し、「藩王 の 上 京」「土地人民及び官簿其

他諸般の 引渡 し」を強制する 「廃藩置県処分」を もっ て 琉球藩 を廃 し、沖縄 県 と して 中央集
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の

権 体制の 中に 組み 入れ た 。
か か る

一
連の 処分 に よ っ て 、琉 球は王 国体 制 を解 体 され 日本 の

領土 に 編 入 され て い っ たが 、こ の よ うに 日本政府が
…

方的に 強行 した 「琉球処分」を、琉 球

側 は 無抵抗で 受 け入れ たわ けで は なか っ た 。

　置県処分以後 、 支配層 を中心 とする 「脱清入」と呼ばれ れ る 中国へ の 密航者 が続出 し、進

貢冊 封体制 下の 宗主国で ある中国に救援 を求め社稷 を復旧せ ん とする嘆願運動が 執拗に

展開 され て い る 。 こ うした運動 を「琉球復旧 運助」と称 し、運動 は特 に置 県処分後、福州 ・天

津
・北 京 を拠点に積 極的 に繰 り広 げ られ 、 1895 、6年頃 まで 続けられて い る 。 こ の 脱清人らの

嘆願運勤が 日中間の 琉球帰属問題交渉や 中国の 外交政策決定に 影響を与えて い る こ とか

ら、今回の 報告で は 、東 ア ジア に お ける進 貢
・冊封 体制 崩壌期 の宗主国 中国の 対 日琉球帰属

問題交渉 と その 時期 の 脱清人の 動向に つ い て 検討 して み る こ とにす る 。

　 日清戦 争は宗属 関係 を維持 して きた朝鮮をめ ぐる進貢冊 封体制の 防衛 とその 解体 をね

ら っ た 日 中間の 軍事衝突で あ っ たが 、 日本の 戦勝 に よ り、中 国との 間で 懸案化 して い た琉

球問題 も戦 争決着が つ い た とい っ た評価が 日本側 の 研究で な され て い る 。 日清戦争にお け

る 中国 の 敗戦は 「琉球復旧運助」解体の 直接 的 な原 因 と もな っ たが 、当時中国政府は 戦争の

敗 北 を もっ て 戦争決着が つ い た とは 考え て お らず 、中華民国政府（台湾）の 外交部は 、今で

も戦後沖縄が米国の 委託統 治 下におか れ て い た時期の 日本政府 の 沖縄 に対す る潜在主権

に対 し異 論を唱え、1972年5月の 沖縄 の 祖 国復帰の 際に も、外交部が沖縄 の 日本帰属 に反対

する抗議声明 を出 して お り、現在 もそ うした外交姿勢 を くず して い な い
。 清末の 琉球問題

の 懸案化は今 なお禍根 を残 し、外務省 に よ る完全な意味で の 外交処理 は 未だ なされ て い な

い
。 報告で は 進貢・冊封体制崩壊後の 琉球帰属問題 をめ ぐる今日的な意味 をもあわせ て検

討 して み る 。

資料 ・ 研究短報

 

ボ ル ネオか ら銅鼓が 出た

青柳　洋治 （上 智 大 学）

　東南 ア ジ ア金属器文化 の シ ン ボル 的 な遺物と して 銅鼓が注 目 されて 、凡そ1世紀に な ろ

うと して い る 。 こ の 間の 研究の 蓄積 は膨大で あ るが 、近 年の 資料の 収集 も目を見張る もの

がある 。

　銅鼓 問題 を世 界に認 知 させ た の は、い うまで もな くヘ
ー

ゲル （F．Heger）の 研 究q902＞で あ

る
。

ヘ
ー

ゲ ル は銅鼓を型式学的 に 大 き く4型式 に 分類 し、1 式と して 設定 した銅鼓は 、器型

の 頭部、胴部 、脚部の 区分 が明確に区分で きる こ と を一
つ の 特徴 として い る 。 こ の 1式銅鼓

の 編年、分布の 問題は ゴ ル ーベ フ （V ．Goi。ubew ）、松本信広氏 らに よ っ て 精緻な研 究がすす

め られ 、 分布状況 も北部ベ トナ ム を中心 とし 、南 中国 、イ ン ドシ ナ、マ レ
ー

半島、ス マ トラ 島、

ジ ヤ ワ 島、更に は テ ィ モ
ー

ル 海 、 ア ラ フ ラ海の 海島に 及ん で い る 1，
こ の こ とは 、松本信広氏

が 31年前に已 に分布 図 に示 して い る とこ ろ で あ る （松 本 ：1965），，

近年、中国や ベ トナ ム で 銅鼓集成図録 〔『中国古代銅鼓』（1988）、『ベ トナム 銅鼓図録 ：Dong

Son　Drams 　 in　Vietnam 』（1990）］の 刊行が 相次 ぎ、鋼鼓研究 の 基礎資料 もよ うや く整 えら

れ 、新 しい 段階 を迎 える に至 っ た 。

　日本 人研 究者 に よ る銅鼓 問題 の 調査研究 も活発化 して い る 。 量博満 ・今村啓爾両氏 らは 、

ベ トナ ム ゲ テ ィ ン 省の 1式銅鼓が 出土 した ラ ン バ ッ ク遺跡の 発掘調査 を実施 し（1990）、新
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